


お客さまが求める差別化された“新しい価値”を
“新しいつながり方”で提供します

[株主の皆様へ]

　株主の皆様方には、日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。ここに当社第71期
株主通信（平成28年9月1日から平成29年8月31日まで）をお届けするにあたり、その概況をご
報告申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策を背景に企業収益
や雇用・所得環境の改善が見られ、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、地政学リ
スクの高まりや米国における金融政策の動向等、将来的な不安要素が散見し、個人消費につき
ましても実質賃金の緩やかな改善が見られるものの、可処分所得の伸び悩み等から依然として
節約志向は強く、厳しい状況が続いております。
　このような経営環境の中、当社グループでは会社設立70周年を迎え、アパレル・流通業界に
おける市場と環境の変化に対応するため、中期構造改革を推進し「ハードからソフトへの変革」
を実行してまいりました。
　販売面については、当社最大の基幹ブランドである「クロコダイル」を成長事業として位置付
け、積極的な投資を行い、「集客の拡大」「利益の拡大」を目指しております。
　新規事業では、“アクティブ トランスファーウェア”をテーマとした新レーベル「CITERAⓇ
（シテラ）」が平成28年9月1日にスタートいたしました。これを筆頭に、WEBマーケティングに
よる独自のECプラットフォームの確立に努めています。また、平成29年4月28日より、新たに
商標権を伊藤忠商事株式会社と共同保有した米国発ファッションアウトドアブランド
「Penfield（ペンフィールド）」の展開を開始いたしました。当社が直接運営する事業に加え、国内
外のライセンス展開も目指す等、事業シナジーを狙ったソフトの投資により、新たなブラン
ディング型ビジネスを確立してまいります。

■コーポレートアイデンティティーの刷新
会社設立70周年を機に多くのChange!を実行していく当社は、その決意や企業の普遍的な姿勢を明確にするべ
く『Sail for Change! “新しい価値”を“新しいつながり方”で』を新たな企業理念に制定しました。

■戦略の転換
3年間の投資フェーズの中で、「事業戦略」「投資戦略」「ワークスタイル変革」にフォーカスを絞った投資により、
当社ならではの強みを伸ばしてまいります。

■ブランドポートフォリオの入替
自ら商標権を保有しイニシアチブをとれる事業に集中することで腰を据えた事業投資が可能となり、自社のダイ
レクト事業に加え、ライセンシーからロイヤリティ収入を得ることも可能な立場となりました。

当社グループは、中期ビジョン「ハードからソフトへの変革」のもと、次のステップ中期成長戦略へ経営の舵を切ってまいります。引
き続きブランディング型ビジネスの確立を目指し、ソフトの投資により「集客の拡大」「利益の拡大」を実現し、“新しい価値”を“新し
いつながり方”で伝えてまいります。また、資産と経験を活用し「事業戦略」「投資戦略」「ワークスタイル変革」を通じ、当社ならではの
強みを徹底的に活かしてまいります。

会社設立70周年に向けて推進してきた「ハードからソフトへの変革」の成果により、全段階の利益において当初の予想を大幅に上回
りました。また、中期構造改革の一環として連結子会社の工場操業停止を決定いたしました。

『中期構造改革』が完了

当連結会計年度における連結業績及びその他の事業報告

当社は「ハードからソフトへの変革」のもと、数々の変革を実行してまいりました。その結果、第三の創業と位置付けた当期において
構造改革を成し遂げ、前だけを向ける体制・環境が整いました。

『中期成長戦略』へ

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

TOP MESSAGE

■連結子会社の工場操業停止
当社の子会社上海雅瑪都時装有限公司が運営する上海工場につきま
して、近年の人件費の高騰、新規雇用環境の悪化、設備機器の老朽化等
が懸念され、将来にわたり利益を伴いながら安定した商品供給を維持
することが困難になりつつあると判断し、東南アジアでの生産拠点が
充実した現在の生産体制に鑑み、中期構造改革の一環として平成29
年11月20日を以って操業停止することといたしました。

■国内展開店舗　（※平成29年8月31日現在）
直営・アウトレット店/11店舗　　コーナー・FC店/879店舗
（クロコダイルグループは前期末より17店舗増加）

■連結業績
【売上高】 187億4百万円 （前年同期比  13.3%減）
【売上総利益率】 46.9% （前年同期比0.8ポイント増）
【営業利益】 7億5千6百万円 （前年同期比123.6%増）
【経常利益】 8億1千7百万円 （前年同期比126.5%増）
【親会社株主に帰属する当期純利益】
 2億7百万円
 （前年同期は、親会社株主に帰属する当期純損失34億6千8百万円）

■セグメント別
【繊維製品製造販売業】 184億5千9百万円 （前年同期比  13.5%減）
【不動産賃貸事業】 2億4千4百万円 （前年同期比    5.6%増）

ス改装やデバイス・ソフトの充実、リモートワークなど戦略実行に適し
た環境が整いました。社内においても“新しいつながり方”が実現し、業
務効率の更なる向上を図っております。
また、資産の有効活用により収益化される不動産賃貸収入などの新た
な収入源や、効率化・コストの削減により生まれた余力を、基幹事業及び
新規事業へ積極的に投資してまいります。
これらの「ワークスタイル変革」を通じ、将来の会社を担う人財の獲得・
育成にもつなげてまいります。

■配当政策の基本方針
年間配当12円以上を前提に、配当性向70%以上の安定配当を基本方
針としています。
【次期の株主配当予定】1株当たり年間12円（中間6円、期末6円）

■株主還元と成長投資
当社は、株主資本の効率的運用及び収益性の追求の観点から、ROE（自
己資本利益率）を重要な経営指標ととらえ、その向上を目指し経営に
取り組んでおります。株主還元と成長投資のバランスを重視し、業績
と連動した高配当かつ安定配当の実施に努め、より一層の株主価値・
企業価値の向上を目指してまいります。

■クロコダイル
事業戦略の根幹である「クロコダイル」は、新たな成長戦略のもと、利
益率の高い事業を構築していきます。そしてブランドのミッションで
あるプレミア エイジ層に求められる“新しい価値”を、新たにスター
トしたテレコマースなどの“新しいつながり方”で伝え「集客の拡大」
に向けた30万人の会員化、既存店の成長、並びに新ライン「クロコダ
イル スポーツ」「クロコダイル シック」の拡大にも注力しブランドの
更なる成長を図ります。

■新規事業
「CITERA」は3年間の投資フェーズの中で、強いブランディングを目
指し、これまでのWEBマーケティングに加えショールーミングスタ
イルのフラッグシップストアの出店も視野に入れてまいります。
「Penfield」は歴史あるブランドのレガシーやアーカイブを現代に
アップデートした商品で展開し、積極的なWEBマーケティングに加
え、大手セレクトショップへの卸やPop-upストアなど、差別化された
ブランディングの確立を目指します。

■ワークスタイル変革
「コミュニケーション・スピード・効率化」をキーワードに行ったオフィ

Sail for Change！

取締役社長 盤若 智基
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BRAND NEWS & TOPICS

LINE@やメルマガなど、SNSを活用したお客様との頻繁な

コミュニケーションにより、“新しい価値”を提供中

ライセンスビジネスは、2018年春夏より新たに1社3カテゴリー

が加わり、9社17カテゴリーに拡大

「CROCODILE」ブランドは新たなターゲット層へアプローチを拡げます。

2017年4月28日に「Penfield® sportswear, inc.」がスタートしました。創業時から

の先進性＝「レガシー」を表現しながら、現代社会の生活に最適化された実用性・機能

性を備えアップデートしたプロダクトを展開します。　

都市部での短距離移動から、都市間での長距離移動に適した“アクティブ トランス

ファーウェア”をテーマに展開するレーベル。スタンダードなスタイルにテクノロ

ジーを用いた素材や機能を持たせ、グローバルに通用するカテゴリーをラインアッ

プしました。

旅するプレミア エイジ「CROCODILE」

旅行・健康・運動など趣味嗜好が明確な“プレミア エイジ”層に向け、

お客様が求める差別化された“新しい価値”を“新しいつながり方”で提供します。

米国発ファッションアウトドアブランド

「Penfield」スタート！

機能素材×アクティブ トランスファーウェア

「CITERA®」

大阪・東京本社リニューアル！

【大阪オフィス】
第30回
日経

ニューオフィス賞
近畿ニューオフィス

奨励賞

スマートフォンからダイレクトにオーダーができる新たなサービス「テレコマース」が開始されました

電話でのご注文が
できるように
なりました。

簡単 3ステップ

商品到着！3注文内容をメモ1 2 電話で注文

大阪本社 東京本社

帽子 アンダー

ウェア

レディスバッグ

財布

靴下 ハンカチ

手袋 ネクタイメンズ ベルト

財布・バッグ

BRAND NEWS & TOPICS

メンズ・レディス

ナイティ キッズ

この度、大阪本社が第30回日経ニュー

オフィス賞奨励賞を受賞しました！

「コミュニケーション・スピード・効率化」

が推進され、社内でも“新しいつながり

方”が実現しています。

NEW

03



BRAND NEWS & TOPICS

LINE@やメルマガなど、SNSを活用したお客様との頻繁な

コミュニケーションにより、“新しい価値”を提供中

ライセンスビジネスは、2018年春夏より新たに1社3カテゴリー

が加わり、9社17カテゴリーに拡大

「CROCODILE」ブランドは新たなターゲット層へアプローチを拡げます。

2017年4月28日に「Penfield® sportswear, inc.」がスタートしました。創業時から

の先進性＝「レガシー」を表現しながら、現代社会の生活に最適化された実用性・機能

性を備えアップデートしたプロダクトを展開します。　

都市部での短距離移動から、都市間での長距離移動に適した“アクティブ トランス

ファーウェア”をテーマに展開するレーベル。スタンダードなスタイルにテクノロ

ジーを用いた素材や機能を持たせ、グローバルに通用するカテゴリーをラインアッ

プしました。

旅するプレミア エイジ「CROCODILE」

旅行・健康・運動など趣味嗜好が明確な“プレミア エイジ”層に向け、

お客様が求める差別化された“新しい価値”を“新しいつながり方”で提供します。

米国発ファッションアウトドアブランド

「Penfield」スタート！

機能素材×アクティブ トランスファーウェア

「CITERA®」

大阪・東京本社リニューアル！

【大阪オフィス】
第30回
日経

ニューオフィス賞
近畿ニューオフィス

奨励賞

スマートフォンからダイレクトにオーダーができる新たなサービス「テレコマース」が開始されました

電話でのご注文が
できるように
なりました。

簡単 3ステップ

商品到着！3注文内容をメモ1 2 電話で注文

大阪本社 東京本社

帽子 アンダー

ウェア

レディスバッグ

財布

靴下 ハンカチ

手袋 ネクタイメンズ ベルト

財布・バッグ

BRAND NEWS & TOPICS

メンズ・レディス

ナイティ キッズ

この度、大阪本社が第30回日経ニュー

オフィス賞奨励賞を受賞しました！

「コミュニケーション・スピード・効率化」

が推進され、社内でも“新しいつながり

方”が実現しています。

NEW
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連結貸借対照表

科　　目 当　　期
平成29年 8月31日現在

前　　期
平成28年 8月31日現在

資産の部

流 動 資 産 13,439,548 14,087,243

現 金 及 び 預 金 5,922,294 9,140,312

受取手形及び売掛金 1,581,910 1,838,741

有 価 証 券 3,729,950 0

た な 卸 資 産 1,862,274 2,294,274

そ の 他 343,286 814,377

貸 倒 引 当 金 △ 168 △ 464

固 定 資 産 10,329,826 10,537,463

有形固定資産 6,778,150 7,144,178

無形固定資産 570,272 657,315

投資その他の資産 2,981,403 2,735,969

投 資 有 価 証 券 2,811,021 2,317,808

差 入 保 証 金 80,416 153,581

そ の 他 118,725 293,737

貸 倒 引 当 金 △ 28,759 △ 29,158

資 産 合 計 23,769,374 24,624,706

科　　目 当　　期
平成29年 8月31日現在

前　　期
平成28年 8月31日現在

負債の部

流 動 負 債 5,741,999 5,519,531

支払手形及び買掛金 616,262 3,601,348

1年内返済予定の長期借入金 1,167,332 117,332

そ の 他 3,958,405 1,800,850

固 定 負 債 496,391 1,661,433

長 期 借 入 金 190,003 1,307,335

そ の 他 306,388 354,098

負 債 合 計 6,238,391 7,180,964

純資産の部

株 主 資 本 16,868,098 17,082,933

資 本 金 4,917,652 4,917,652

資 本 剰 余 金 4,988,692 4,988,692

利 益 剰 余 金 7,137,767 7,183,170

自 己 株 式 △ 176,014 △ 6,582

その他の包括利益累計額 662,884 360,808

純 資 産 合 計 17,530,983 17,443,741

負 債 純 資 産 合 計 23,769,374 24,624,706

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：千円）

連結財務諸表
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連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）連結損益計算書 （単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 ※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目
当　　期

平成28年 9 月 1 日から
平成29年 8 月31日まで

前　　期
平成27年 9 月 1 日から
平成28年 8 月31日まで

売 上 高 18,704,551 21,566,004

売 上 原 価 9,931,483 11,614,646

売 上 総 利 益 8,773,067 9,951,357

販売費及び一般管理費 8,016,880 9,613,125

営 業 利 益 756,187 338,232

営 業 外 収 益 98,591 103,034

営 業 外 費 用 37,610 80,421

経 常 利 益 817,168 360,845

特 別 利 益 364,352 53,564

特 別 損 失 751,573 3,953,376

税金等調整前当期純利益 429,946 △ 3,538,966

法人税、住民税及び事業税 65,883 58,119

法 人 税 等 調 整 額 156,249 △ 128,375

当 期 純 利 益 207,814 △ 3,468,711

親会社株主に帰属する当期純利益 207,814 △ 3,468,711

科　　目
当　　期

平成28年 9 月 1 日から
平成29年 8 月31日まで

前　　期
平成27年 9 月 1 日から
平成28年 8 月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 403,445 278,838

投資活動によるキャッシュ・フロー 456,279 △ 278,798

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 510,426 △ 145,225

現金及び現金同等物に係る換算差額 25,121 △ 66,563

現金及び現金同等物の増減額 374,420 △ 211,749

現金及び現金同等物の期首残高 9,094,184 9,305,933

現金及び現金同等物の期末残高 9,468,604 9,094,184

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

連結株主資本等変動計算書 （平成28年 9月 1日から平成29年 8月31日まで）

株主資本 その他の包括利益累計額
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益
剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証
券評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 4,917,652 4,988,692 7,183,170 △ 6,582 17,082,933 247,487 △ 62,112 141,019 34,414 360,808 17,443,741

連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △ 253,217 △ 253,217 － △ 253,217

親会社株主に帰属する当期純利益 207,814 207,814 － 207,814

自 己 株 式 の 取 得 △ 169,431 △ 169,431 － △ 169,431

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） － 161,692 64,309 60,193 15,880 302,075 302,075

連結会計年度中の変動額合計 － － △ 45,402 △ 169,431 △ 214,834 161,692 64,309 60,193 15,880 302,075 87,241

当 期 末 残 高 4,917,652 4,988,692 7,137,767 △ 176,014 16,868,098 409,179 2,196 201,213 50,295 662,884 17,530,983

（単位：千円）

Consolidated Financial Statements
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損益計算書 （単位：千円）貸借対照表 （単位：千円）

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 ※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　　目 当　　期
平成29年 8月31日現在

前　　期
平成28年 8月31日現在

資産の部

流 動 資 産 12,583,629 13,357,829

固 定 資 産 10,703,816 10,949,171

資 産 合 計 23,287,445 24,307,000

負債の部

流 動 負 債 5,411,075 5,515,441

固 定 負 債 546,687 1,710,336

負 債 合 計 5,957,763 7,225,778

純資産の部

株 主 資 本 16,918,306 16,895,847

評価・換算差額等 411,375 185,374

純 資 産 合 計 17,329,682 17,081,222

負 債 純 資 産 合 計 23,287,445 24,307,000

科　　目
当　　期

平成28年 9 月 1 日から
平成29年 8 月31日まで

前　　期
平成27年 9 月 1 日から
平成28年 8 月31日まで

売 上 高 18,704,551 21,566,004

売 上 原 価 10,024,439 11,715,117

売 上 総 利 益 8,680,111 9,850,886

販売費及び一般管理費 7,974,269 9,561,996

営 業 利 益 705,841 288,890

営 業 外 収 益 111,851 107,113

営 業 外 費 用 39,097 80,280

経 常 利 益 778,596 315,722

特 別 利 益 364,352 53,564

特 別 損 失 484,288 3,953,376

税 引 前 当 期 純 利 益 658,659 △ 3,584,089

法人税、住民税及び事業税 62,167 45,044

法 人 税 等 調 整 額 151,384 △ 131,805

当 期 純 利 益 445,107 △ 3,497,328

※記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

株主資本等変動計算書 （平成28年 9月 1日から平成29年 8月31日まで）

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益
剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 4,917,652 4,988,692 6,996,085 △ 6,582 16,895,847 247,487 △ 62,112 185,374 17,081,222

当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △ 253,217 △ 253,217 － △ 253,217

当 期 純 利 益 445,107 445,107 － 445,107

自 己 株 式 の 取 得 △ 169,431 △ 169,431 － △ 169,431

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） － 161,692 64,309 226,001 226,001

当 期 変 動 額 合 計 － － 191,890 △ 169,431 22,458 161,692 64,309 226,001 248,459

当 期 末 残 高 4,917,652 4,988,692 7,187,975 △ 176,014 16,918,306 409,179 2,196 411,375 17,329,682

（単位：千円）

Non-Consolidated Financial Statements単体財務諸表
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Financial・Business Highlights財務・業務ハイライト
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※Eコマース売上は小売・自主管理型売上に含んでおります。
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北海道 307名
81千株（0.38%）

東北 497名
148千株（0.70%）

関東 6,743名
12,271千株（57.61%）

中部 3,088名
1,526千株（7.17%）

四国 492名
220千株（1.03%）

近畿 4,903名
5,060千株（23.75%）

自己名義 1名
448千株（2.11%）

中国 850名
390千株（1.83%）

九州・沖縄 759名
309千株（1.45%）

国外 60名
845千株（3.97%）

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

セネシオ有限会社 2,600 12.46

株式会社三菱東京UFJ銀行 1,021 4.89

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 787 3.77

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 657 3.15

盤若　智基 588 2.82

日本生命保険相互会社 574 2.75

藤原　美和子 374 1.79

盤若　真美 353 1.69

株式会社大林組 330 1.58

株式会社りそな銀行 308 1.47

金融機関／19名
4,494千株
（21.10%）

証券会社／27名
482千株
（2.26%）

その他国内法人／129名
5,418千株
（25.44%）

外国個人・外国法人／63名
476千株
（2.24%）

個人・その他／17,461名
9,982千株
（46.86%）

自己名義／ 1名
448千株
（2.10%）

17,700名
21,302千株

株式の状況 所有者別株式分布状況

地域別株式分布状況

平成29年 8月31日現在

発行可能株式総数 71,977,447株
発行済株式の総数 21,302,936株
株主数 17,700名

（前期末比 8,430名減）
大株主（上位10名）

（注）持株比率は、自己株式（448千株）を控除して計算しております。
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株価及び株式売買高の推移
高値
終値

始値
安値

高値
始値

終値
安値

Stock Information株式の状況
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第71期中間株主通信（平成29年4月末発送）及び当社ホームページに
記載させていただきました通り、当社第71期末（平成29年8月31日
現在）より所有される株式数に基づく株主優待制度を変更させていた
だきました。
【変更内容】

ご所有株式数
ご優待内容

変更前 変更後
100株～499株 300株～499株 自社商品　1,000円相当

500株以上 500株以上 自社商品　3,000円相当

よって今回からは、当社株式300株以上ご所有の株主様に対して上記
の基準により贈呈いたします。
ご優待商品の発送は12月（予定）となります。
なお、株主優待制度へのお問合せは、下記の電話番号及びメールアドレスまでお願いいたします。
電話　06－6747－9500（総務部）　　メールアドレス　soumubu@yamatointr.co.jp

会社概況 平成29年 8月31日現在 役員の状況 平成29年11月22日現在

設 立 昭和22年 6月16日

資 本 金 4,917,652,803円

主要な事業内容 当社グループは、カジュアルウェア中心のア
パレル企業として、カットソーニット、布帛
シャツ、横編セーター、アウター、ボトム、
その他小物雑貨等の繊維製品製造販売業及び
不動産賃貸事業並びにこれらに関連した事業
を営んでおります。

主 な 事 業 所 大阪本社 大阪府東大阪市森河内西一丁目 3番 1号
東京本社 東京都大田区平和島五丁目 1番 1号
（注）  福岡営業所につきましては、平成29年 8月

31日を以って閉鎖いたしました。

連 結 子 会 社 ヤマト ファッションサービス株式会社
　本社 大阪府東大阪市
上海雅瑪都時装有限公司
　本社（上海工場） 中国　上海市
（注）  上海雅瑪都時装有限公司が運営する上海工場

につきましては、平成29年11月20日を以っ
て操業を停止いたしました。

当社グループの従業員数 385名（1,182名）
（注）  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は

（　）内に当連結会計年度の平均人員を外数
で記載しております。

代 表 取 締 役 社 長 盤 若 智 基
取 締 役 常 務 執 行 役 員 奥 中 信 一
取 締 役 常 務 執 行 役 員 船 原 淳 一
取締役（社外取締役） 岩 田 宜 子
取締役（社外取締役） 山 本 貴 英
常 勤 監 査 役 柴 原 保 夫
常 勤 監 査 役 岡 本 佳 薫
監査役（社外監査役） 田 口 芳 樹
監査役（社外監査役） 和 田 正 宏

常 務 執 行 役 員 梅 川 　 実
常 務 執 行 役 員 樋 口 敏 昭
執 行 役 員 中 野 雅 敏
執 行 役 員 辻 　 紀 明
執 行 役 員 長 尾 享 諭

（注）  取締役 岩田宜子氏、取締役 山本貴英氏並びに監査役  
田口芳樹氏、監査役 和田正宏氏は、株式会社東京証券取引
所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じる恐れのな
い、独立役員であります。

Corporate Profile／Stockholder Preferential Treatment会社概要／株主優待

株主優待制度のご案内 当期の株主様ご優待商品

クロコダイルメンズソックス
クロコダイル今治タオルハンカチ

ご所有株式500株以上 ご所有株式300株～499株

CITERA®スティックサーモボトル
クロコダイルメンズソックス
クロコダイル今治タオルハンカチ
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クロコダイル公式LINE@

BRAND INDEX

【クロコダイルメンズ】 【クロコダイルレディス】

【スウィッチモーション】

【クロコダイルシック】

【ペンフィールド】

【クロコダイルスポーツ】

【シテラ】

【クロコダイルスリーデイズ】

ブランド公式サイト、LINE@、メールマガ

ジン、フェイスブック、ツイッターなど、

さまざまなメディアを通してブランド

情報、店舗情報の発信とともに店舗への

集客を目指しています。

「友だち」だけの“お得な情報”配信中!

友だち大募集中！

ご注文専用フリーダイヤル

0120-810-862
受付 10:00～17:00（土日祝日・年末年始除く）

電話でのご注文ができるようになりました !

株主メモ

〒577-0061 大阪府東大阪市森河内西一丁目 3番 1号
TEL.06-6747-9500（代表）

■特別口座に記録された株式をお持ちの株主様へ
特別口座は証券会社の口座と異なり、株式を売買することはできません。
売買等のお取引を希望される株主様は、証券会社に口座を開設いただき、
特別口座から証券会社の口座に株式の振替請求をしてくださいますよう 
お願いいたします。

事 業 年 度 毎年 9月 1日から翌年 8月31日まで
定時株主総会 毎年11月に開催
基 準 日 定時株主総会 毎年 8月31日

期 末 配 当 毎年 8月31日
中 間 配 当 毎年 2月末日

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により当社ホームページ

（http://www.yamatointr.co.jp/）に掲載いたします。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目 2番 1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目 2番 1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

お 問 合 せ 先

お 取 扱 店

○証券会社に口座をお持ちの株主様
　お取引の各証券会社、各取引店
○特別口座の株主様
　（証券会社に口座をお持ちでない場合）
〒168－8507　東京都杉並区和泉二丁目 8番 4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120－288－324（フリーダイヤル）
みずほ信託銀行株式会社 全国本支店
（※）トラストラウンジではお取扱いできませんのでご了承ください。
みずほ証券株式会社 全国本支店
 プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
※  未払配当金のお支払いにつきましては、両株主様と
もに上記「特別口座の株主様」のお問合せ先・お取
扱店並びに、みずほ銀行 全国本支店でもお取扱いい
たします。（みずほ証券では取次のみとなります）

（※）トラストラウンジではお取扱いできませんのでご了承ください。

上場金融商品取引所 東京証券取引所市場第一部　証券コード　8127

（※）


